
 

 

やり抜く⼒             校⻑  延永 保二 
 

２学期を振り返ると、コロナ感染症対策
に取り組みながらも、授業に定期テスト、
部活動に励み、コロナ感染症流⾏の影響で
延期になった北中フェスタをはじめ、さま
ざまな学校⾏事で皆さんは活躍をしました。 

皆さんが元気に、堂々と、笑顔で、そして
凜々しい表情で活動しやり抜く⼒に、先⽣
たちも大きなエネルギーをもらいました。  

さて、2021 年の流⾏語大賞に選ばれた⾔
葉は「リアル二⼑流／ショータイム」でし
た。皆さんご存じのように、この⾔葉はMLB
で大活躍をしたロサンゼルス・エンゼルス
の大⾕翔平選⼿を指した⾔葉です。「大リ
ーグ初」という記録をいくつも打ち⽴て、
日本のみならず、アメリカでも話題をさら
った大⾕選⼿に関するニュースや記事など
を⾒ると、まさに別次元の「特別な⼈」であ
るように思えます。それでは、「特別な⼈」
を特別にしたのは何でしょうか。一つの要
因として語られているのが、ここ数年、世
界で注目されている GRIT の高さです。こ
の GRIT は「やり抜く⼒」と訳されていま
す。 

GRIT 理論は、アメリカ・ペンシルバニア
大学の⼼理学者アンジェラ・ダックワース
さんによって提唱されました。  

彼⼥は、ハーバード大学を卒業後、企業
コンサルタントの仕事をしていましたが、
27 歳の時に、仕事を辞め、ニューヨークの
公⽴中学校の数学教師になりました。 

そこで、IQ だけが
優等⽣と劣等⽣の違
いではないというこ
とに衝撃を受けたの
です。成績がとても
よ か っ た ⽣ 徒 で も 
それほど IQ が高く
ない⽣徒もいれば、

頭がすごくよくても成績のよくない⽣徒も
いたのです。そして、彼⼥はペンシルバニ
ア大学の大学院で⼼理学を専攻し、⼈が成
功するために必要な⼒について研究しまし
た。 

彼⼥は、成功を大きく左右するある一つ
の特徴を⾒つけたのです。それが GRIT で
す。 

GRIT とは、 
Guts(ガッツ)︓困難なことに⽴ち向かう 
Resilience(レジリエンス)︓ 

失敗しても諦めずに続ける 
Initiative(イニシアチブ)︓ 

⾃分で目標を⾒据える 
Tenacity(テナシティ)︓ 

最後までやり遂げる 
以上四つの要素の頭文字をとって、GRIT

と呼ばれています。 
すなわち「才能や IQ(知能指数)や学歴で

はなく、個⼈のやり抜く⼒こそが、社会的
に成功を収める最も重要な要素である」と
ダックワースさんは説明しています。 

さて、皆さん、新しい年を迎えるにあた
り、新しい「目標」を掲げ、それに向けての
「覚悟」をもって⾏動してください。私は、
物事に「覚悟」をもって本気で取り組んだ
ならば、「思いは
必ず実現する」
と 信 じ て い ま
す。GRIT を意識
して、目標に真
剣に向き合い、
⾏動し、⾒事、目
標を達成する姿
を期待していま
す。 
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1 土    元日 

2 日  

3 月  

4 火  

5 水  

6 木  

7 金 ３学期始業式 ３年テスト週間（～18日） 

8 土 ＰＴＡ運営委員会 ＰＴＡ全員委員会 

9 日  

10 月    成人の日 

11 火 
給食開始 実力テスト 簡単清掃 
臨時１・２年代議員会 口座振替日 

12 水  

13 木 短縮授業 ＰＴＡ委員選挙（～20日） 

14 金 短縮授業  

15 土  

16 日 家庭の日 

17 月  

18 火 ３年学年末テスト 校外学習（１年 弁当） 

19 水 私立推薦出願（～21日） 

20 木 短縮授業 ⑦委員会  

21 金 短縮授業 

22 土 ＰＴＡ開票委員会 

23 日  

24 月 

トライアングルあいさつ運動 朝会 
１・２年学年末テスト範囲配付 
私立・専修一般出願 

25 火 短縮授業 ⑦生徒議会 

26 水 
短縮授業 私立・専修推薦入試・特色入試  
３年個人懇談会 

27 木 短縮授業 ３年個人懇談会 高等特支入試 

28 水 
短縮授業 １・２年合唱コンクール 
簡単清掃 ３年個人懇談会 

29 土  

30 日  

31 月 １・２年テスト週間（～2/9日） 

 
○ＪＡ共済小中学生交通安全ポスター 

佳作    ■■■■③ 
○愛知県赤い羽根コンクール 
  ポスターの部 佳作    ■■■■① 
  書道の部 
   東浦町共同募金委員会賞 ■■■■① 
○柔道部 
  高浜市スポーツ大会 
   団体 中学生男子の部  優勝 
         ■■■■② ■■■■② 
         ■■■■② ■■■■② 
         ■■■■① 
   団体 中学生女子Ａの部 優勝 
         ■■■■② ■■■■② 
         ■■■■① 
   団体 中学生女子Ｂの部 第２位 
         ■■■■② ■■■■① 
   個人 一般女子の部 第３位 ■■■■② 
             第３位 ■■■■① 
   個人 中学生の部  

第１リーグ 優勝  ■■■■① 
第２リーグ 優勝  ■■■■① 
      第２位 ■■■■① 
第３リーグ 第３位 ■■■■② 
      第３位 ■■■■② 
第４リーグ 優勝  ■■■■② 
      第２位 ■■■■② 
      第３位 ■■■■② 
第５リーグ 第３位 ■■■■① 

 
○愛知駅伝 東浦町代表選手記録会 

中学男子の部  優勝  ■■■■② 
   中学女子の部  優勝  ■■■■① 

         第２位 ■■■■② 
      

【注意】今後の愛知県内の感染状況等
により、変更する場合があります。 

｢ようこそ先輩講演会｣ 
 

今年度は、今年の修学旅行に添乗してくださった、

ＪＴＢ社員で本校卒業生の西尾采香さんと、営業第２

課グループの小島大輔さんをお招きして、キャリア教

育の一環として開催しました。お二人には、ご自身の

中学から就職に至るまでの経緯、進路選択で大切にし

てきたこと、現 

在のお仕事の内 

容等について、 

語っていただき 

ました。 

以下、生徒の 

感想です。 

 
留学やドラマなど一つ一つの経験が将来について

考えるきっかけになることを知りました。私も英語が

好きです。特に話すことが好きなので、いつか外国に

行って、自分の英語でおしゃべりをしてみたいです。

まだ将来の夢ははっきり決まっていないけれど、今日

のお話をきっかけにして、家族や友達と一緒に少しず

つ考えていこうと思います。（３年） 


